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組版処理システム Twightを開発

2



プロジェクト概要

ヘッドレス組版エンジンminitype
アプリケーションや AIから美しい文書を生成する技術

➡ 多様な文書生成ワークフローに高品質な組版処理を組込む
組版処理：文字や図表等の要素を適切に配置して，読みやすい文書に仕上げる処理
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背景（1/3）文書生成の広がり

情報伝達を支える文書，その作られ方は変わりつつある
レポート，論文，申請書，請求書，マニュアル……

􀺤手動での
文書作成
人が文章を書き，
Word や InDesign で
見た目を整える

􀬚AIエージェント
の活用
LLM（ChatGPT 等）
が執筆したレポートを
PDF 文書として出力

􀪏アプリケー
ションへの組込
UGC（ブログ記事等）
やデータベースから
文書を自動生成
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背景（2/3）文書生成の課題

LLMによる文書生成
従来の組版システムを
活用しようにも……
例：LaTeX，Typst，InDesign

・LLMや外部アプリケー
ションとの連携が難しい

・専用の組版言語の習得が必要

➡ LLMや外部アプリケーションと連携しつつ
高品質な組版処理を行うための仕組みが必要
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背景（3/3）日本語組版の複雑さ

➡ 日本語組版技術を国内で開発・維持することが重要 6



開発内容

ライブラリ minitype
・高品質な文書生成を実現する

TypeScript（npm）パッケージ
・アプリケーションへの組込み

SaaS minitype-cloud
・Web アプリケーション +

Remote MCP で文書作成
・簡単な文書作成を実現
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デモ

・手動 での文書作成

・コーディングエージェント を用いた文書作成

・アプリケーション への組込み

・minitype-cloud
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デモ（2/10）手動組版
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デモ（2/10）手動組版
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デモ（3/10）コーディングエージェントを用いた文書作成
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デモ（3/10）コーディングエージェントを用いた文書作成
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デモ（4/10）
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デモ（4/10）
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デモ（5/10）アプリケーションへの組込み
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デモ（6/10）アプリケーションへの組込み
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デモ（6/10）アプリケーションへの組込み
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デモ（7/10）アプリケーションへの組込み
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デモ（7/10）アプリケーションへの組込み
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デモ（8/10）minitype-cloud
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デモ（9/10）minitype-cloud
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デモ（9/10）minitype-cloud
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デモ（10/10）minitype-cloud
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minitype の構成要素
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高度な組版機能

日本語組版
・日本語組版処理の

要件（JLReq）をベース
・縦組，禁則，文字組アキ量

設定，ルビ，混植，脚注等

レイアウト
段組，フレックス
ボックス，回り込み
図版のフロート，
背景画像等

文書作成
Markdown 編集，
文献管理，相互参照
引用等
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ヘッドレス組版エンジンの特徴

✓ 専用言語を使用せずに記述
特定の組版言語（DSL）に依拠せず
TypeScript のオブジェクトとして
宣言Āにレイアāトを表現

✓ ライブラリとして組版機能を提供
データĂ得・処理・組版ăでを
Ąąのコードベース上で実現
Ć アプリケーションと

文書生成処理をĈĉ

import { box, h2, p, b, minitype }
from "@minitype/minitype";

const articles = await
fetchArticles();
const body = articles.map((a) =>
box([
h2([[b(a.title)]]),
p(a.body),

])
);
await minitype([{ body }])
.save("report.pdf");
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TypeScript をĊ用するċ位Č

✓ TypeScriptはWeb開発に広く利用
Web 開発čが見Ďďた言語を用いて文書生成処理を記Đ

✓ 既存のエコシステムを活用可能
Web 開発用の đPI，ライブラリ，
Language SerĒer 等を文書生成にē用

✓ 静的型付けによるエラー検出
TypeScript がĔするĕĖė機能にĘり，
コンパイルęに文書のエラーをĖ出
Ě 人ě LLM ěアプリケーションが生成したコードを機ĜĀにĖė
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ĝĞなğĠへのġĢ

✓ マルチプラットフォーム
ģーĤģイド：ĥode.js，Ħun +
クライアントģイド：Web ブラāħ上でĨ動作

✓ さらなる活用例
・Web ģービス上での文書生成
・ブラāħĩĪでīĬする文書作成アプリケーション
・Chrome ĭĮ機能への組込み

➡ 日常生活に遍在する
様々な文書生成を支える基盤としての組版技術へ
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įİのıĲ

􀝓 ビジネス化に向けて
・minitype-cloud のĔĳ版をĴ量課ĵでĶķ
・ĸ人ĹĪĺ用ē用ライĻンス・ļĽľĿ・ģポートをĶķ

􀉬 ソフトウェアの普及活動
・技術ŀイベントやıŁłへの出ıをŃńたŅーħの開ņ
・ŅーħコŇュニティのň成 Ě minitype を発ıさせるエコシステムを構ŉ

􀺻 機能強化
・MicrosoŊt Word，PowerPoint，đdobe InDesign ňŋの出力にġĢ
・ĝ言語組版機能のŌō
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ライブラリと SaaS を通じて提供される
ヘッドレス組版エンジンを開発

ライブラリ minitype
SaaS minitype-cloud
組版のŎŏ技術として，手動組版，
đI Őő，アプリケーション組込み等の
ĝĞな文書生成Œークフローを実現

https://typeset.jp
minitype のĺ用ē用・開発・œł実Ŕ・ビジŕスō等にŖ興味のŗるŘ
いらďしřŚśŜŝŖŐŞşĩさいŠ 􀍖mešyokohama.deĒ




